


＜問い合わせ先＞ 

（0858）55-5501 
担当： 南（ミナミ） 
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認 知 症 対 応 型 グループホーム 

グループホームでは利用者様が自分らしく生活をして頂くために個別性の高いケアを実践しています。 

利用者様一人一人にこだわりがあり、持ち物や習慣にも、その人らしさがあらわれており、その一部を 

ご紹介いたします。 

毎日、顔に塗っています。 

 

「若い頃、神戸のおばさんにす

すめられて、こればっかり使っ

ている。あんたもつけなはれ。」 

 

（女性 94歳） 

本人様より、1日で読める 

とのこと。 

 

「若い時に、よう読んどった。

向田邦子はあっさりしとる。」 

 

（女性 88歳） 

私の仕事（毎食後の掃き掃除） 

職員よりもきれいに掃除を 

されます。 

 

「きれいにせないけん。俺の 

性分だけ。」 

 

（男性 79歳） 

各ユニットに神棚があり、 

毎朝、拝んでいます。ホームに

入居していても家族を大切に

思っています。 

 

「家内安全。」 

（女性 93歳） 

自宅で愛用していたこたつを 

持参。クッションの置き方も 

こだわりあり。 

 

「こたつはぬくて、ええあんば

いだ。」 

（男性 101歳） 

私の好きな本（向田邦子全集） 私の好きな化粧品（黒龍） 

私の好きな愛用品（こたつ） 私の習慣（神棚を拝む） 私の習慣（3つのカレンダー） 

目的に合わせ、3つのカレンダーで

時間管理をされます。 

 

「パジャマを洗濯した時、 

毎日、書いとる。仕事だけ。」 

 

（女性 88歳） 



～持ち上げない・引きずらない介護～ 

 

 特養では、『床走行式リフト』を導入しています。 

ベッドと車椅子の乗り移りに使用し、利用者・職員の身体介護時の負担軽

減を図り、安心・安全な介護のための取り組みを行っています。 

今回は、床走行式リフトの使用方法をご紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

                      

               

 

 

 

 

 

 

 

 

介護老人福祉施設 百寿苑    ☏（０８５８）５５－２０５１    担当     宮本 ・ 新宮 

リフトを運ぶ シートを敷く 

体が持ち上がる 

車椅子を準備する 

シートを外す 

車椅子に降りる 

「行ってきます♪」 

移乗開始！！ 









 

 

 

百寿苑のヘルパーさんって すごいんです  

利用者様個々に合った方法で、ご自宅に出向いて身体的な介助、生活面の支援を 

してくださるヘルパーさん。 

在宅生活を支える、とても大きな存在です。 

利用者様、家族様、私たちケアマネジャーにとっても、頼もしい限りです。 

これからも、よろしくお願いします(*^^)v 

百寿苑ホームヘルパーセンター  ☎５５－２３７８  担当：松原 

あかさき介護支援センター     ☎５５－２３１０  担当：奥田 

 
ヘルパーさん 

素敵です 

ご自宅のお風呂で 

入浴介助 

一緒に調理をしたり 

献立を考えます 

検温などの 

健康チェック 

お薬の確認もします 


